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・双子葉植物の葉は、扁平で左右相称的である。光合成を担う葉が
扁平な形に展開することは地球環境においても大変重要なことであ
る。1995年、英国のHudsonらにより、葉の発生過程では、まず表と
裏の細胞が分化し、その境界面で細胞分裂が起こり、扁平で左右相
称な葉ができるというモデルが提唱されていたが、その分子メカニズ
ムは長い間不明であった。私達

Iwasaki M. et al., Development 140, 1958-1969 (2013)
http://dev.biologists.org/content/140/9/1958.long

・本研究は、中部大学、名古屋大学大学院の共同研究チームの成果であり、
英国科学誌 Developmentに掲載され、朝日新聞、共同通信、中日新聞、
京都新聞など多数の地方新聞等に紹介された。

・平らで左右相称的な植物の葉をつくるしくみを解明できた。
光合成器官の形作りに関わっている AS1 と AS2遺伝子を
操作することによって、環境変化に強い光合成効率のよい
植物が創出できるため、今後、食料増産や環境浄化に向け
た新しい方途が開発されると期待される。

は、AS1とAS2が、表裏の分化にお
ける鍵タンパク質であることを初め
て明らかにした。
・図のように、表側因子であるAS1
とAS2タンパク質が、裏側因子の
ARF3遺伝子の発現を二重に抑制
し、維持する分子的仕組みを持つ
ことが、表裏の分化と扁平な葉の
形成に必要であることがわかった。

図：扁平な葉をつくるためのAS1-AS2の働き方
の仕組みのモデル図

・葉は、茎の先端の成長点にある幹
細胞から分化する地上部の主要な光
合成器官である。発生初期の葉は
表・裏がなく棒状だが、発生と共に表・
裏の構造ができ、扁平な葉がつくられ
る。表・裏のいずれかの細胞の分化
がうまくできないと、葉は棒状のまま
である（図参照）。このように、葉の形
成において、AS1とAS2があると、多
少生育条件が悪くても葉を展開できる
事がわかり、AS1-AS2が環境変化に
強い植物をつくるための守護神であ
ることが判明した。

②当初予想していなかった意外な展開

「表裏のある扁平で左右相称的な植物の葉をつくるしくみを解明」


